
令和３年度 第１回吹田市公共施設等への能勢町産等木材利用推進検討会議 

 議事要旨 

 

1 日時 令和３年(２０２１年)６月１日(火)  １７：００～１９：００ 

2 場所 吹田市役所 中層棟４階 特別会議室 

3 議題 

(1)ガイドライン策定工程表について 

(2)ガイドライン（案）について  

(3)北千里小学校跡地複合施設への木材利用について 

(4)北部消防庁舎等複合施設への木材利用について 

 

4 出席者 

＜出席委員＞ 

五十田 委員長 

村上 委員 

畑中 副委員長 

古畑 委員 

花﨑 委員 

 

＜欠席委員＞ 

 無し 

 

＜吹田市公共施設等への能勢町産等木材利用推進検討会議設置要領第６条に基づく出席者＞  

【オブザーバー】 

 環境省近畿地方環境事務所 環境対策課 柄本課長補佐 

 

【関係室課】  

資産経営室 藤原参事、赤池主幹、 

消防本部総務予防室 鳴瀬参事、細木主幹 

教育センター 小西参事、まなびの支援課 曽谷課長代理、宮脇主査 

 

＜事務局＞ 

環境部 道澤次長、環境政策室 楠本参事、圓谷主任、八木主任、 

㈱内藤建築事務所 ２名、大阪府みどり公社 ２名 

 

＜傍聴者＞ ０名 

 

5 議事内容 

－開会－ 

事務局挨拶 

〇議題１ ガイドライン策定工程表について 

 事務局より、資料１に基づき説明を行った。 



(1) ４月上旬に行った庁内意見照会の結果を元にガイドライン案を作成。 

(2) 今年度がガイドライン作成の最終年度となる。モデル施設の進捗状況について確認

を行う。 

(3) モデル施設について北千里小学校跡地複合施設は建設工事を開始、北部消防庁舎等

複合施設は施工業者の選定中である。 

 

〇議題２ ガイドライン（案）について 

 事務局より、資料２－１～資料２－３に基づき、説明を行った。前回のガイドライン

素案の変更点・修正点を説明後、ガイドライン（案）について議論を行った。 

(1) 読み手が吹田市だけが「木材利用に取り組んでいる」印象を持たないように他の市

町村でも取り組みが始まっている旨を「１ はじめに」や「２ 木材利用を取り巻

く状況と地域材の利用意義」に組み込むと良い。 

(2) 「３ 木造・木質化に適した施設」の文章が読み手にとって難しい内容のため、も

う少し用語の説明があった方が良い。単純に文章の順番を入れ替えるだけでも分か

りやすくなる。 

(3) 「４ 木材を利用した公共建築物の整備」に掲載している全体プロセスのフロー図

について、吹田市の中で調整して、市の実態に合ったものにすべき。吹田市独自の

ものにして欲しい。 

(4) 「６ 地域材の調達について」の「認証制度」及び「能勢町産材の特徴」について

の説明文を見直す。 

(5) 「８ 木造化・木質化事例について」及び「９ モデル施設事例」に掲載している

事例の情報の項目を同じものにする。 

(6) 木材利用に関して市内部でよく聞かれるような質問等に関して、Q&Aという形で参

考資料にまとめると良い。 

 

〇議題３ 北千里小学校跡地複合施設への木材利用について 

まなびの支援課より資料３－１～資料３－２に基づき説明が行われた。 

(1) コロナ禍で難しいが、是非見学会を実施して欲しい。 

 

〇議題４ 北部消防庁舎等複合施設への木材利用について 

 消防本部総務予防室より、資料４に基づき説明が行われた。 

(1) 現在、入札手続中のため、概要での説明。事業者決定後、具体的な情報を提供予

定。 

 

〇次回の検討会議は、令和３年８～９月頃を予定。 

 



＜配付資料＞ 

資料１   ガイドライン策定工程表 

資料２－１ ガイドラインの検討スケジュール 

資料２－２ ガイドライン（案）の概要と主な修正点 

資料２－３ 吹田市木材利用推進ガイドライン（案） 

資料３－１ 北千里小学校跡地複合施設 工事事業者一覧 

資料３－２ 北千里小学校跡地複合施設 建設スケジュール 

資料４   北部消防庁舎等複合施設 建設スケジュール 

参考資料１ ガイドライン素案に対する庁内意見照会結果 


